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◇◇桑桑野野造造船船  会会社社目目標標  
未来に向かって進化！ 

―お客様にとってなくてはならない桑野になるために―

＊ ヨーロッパ艇を超える（工夫と行動） 

＊ 感性を豊かに（新感覚と楽しさ） 

＊ 徹底したサービス（感謝と早さ） 
◇◇AA11 モモデデルル男男子子選選手手用用トトッッププココッッククスス艇艇製製作作開開始始！！  
モデル A1の男子選手用トップコックス艇を製作開始しました。既に発売中の女子専用艇も 

合わせて、ぜひご検討ください。国内選手権や国体ブロック予選では必ずや頼りになる艇です。 

もちろん、日本国内のメーカーが作るボートですから、アフターサービスやオーダーメード艤装 

への対応は他の追従をゆるしません。 

≪KUWANO BOATS モデル A1  カーボン／ノーメックスハニカム サンドイッチ構造艇≫ 
◇◇新新ししいいＣＣＯＯＸＸママイイククシシスステテムム発発売売！！  

現在、NK社のCOX BOXが独占状態のCOX用マイクシステムですが、この度オーストラリアから新しく“COX MATE”が発売されます。

軽量・コンパクトの上、NK 社のスピーカー・センサー・ケーブルとも接続が可能です。 

＜COXMATE とは・・・＞ 

・Australia COXMATE 社が開発した COX用マイクスピーカーシステムです。 

・標準的な COXMATE SR の他、アンプ機能に限定した COXMATE AA、スピードセンサー・PC接続 

などの高機能を備えた COXMATE SC の３つがラインナップされています。 

日本国内販売は桑野が担当いたします。今後順次、レート計、艇速計も販売していく予定です。 

COXMATE 社のホームページはこちら。http://www.coxmate.com.au/ 

◇◇おお買買いい得得情情報報（（高高級級ハハニニカカムム艇艇、、エエンンパパトトレレーーニニンンググ艇艇、、桟桟橋橋））  
◆高級ハニカム艇 ＜レンタルあと艇。 今大会の１位は男女とも桑野艇でした！！＞ 

第 2回全日本ジュニア選手権大会で高級ハニカム艇をレンタルしました。このレンタル艇を、お安く販売いたします。 

艇重量 14.0±0.2kg 艇長 7.9m 国際標準式リガー ハニカム構造 （KUWANO A2 モデル） 

◆エンパッハ社製トレーニングスカル艇（T-18 型） ＜中古艇＞ 

２艇 斡旋いたします。  ２５万円前後、別途ご相談 

 T-18 型 19.5kg 全長 8.0m 幅 0.28m 70～80kg 対応 塗色（ハル白、キャンバスはエンパ色） 

◆出艇桟橋   ＜４×１４ｍの大きさで縦、横どの方向にでも設置可能。渡り桟橋付＞ 

6 月の岡山国体リハーサル大会後の出艇桟橋（レンタル品）を販売いたします。   

この桟橋は２×２ｍに分解できますので、運搬工事費が低減できます。また、人が乗った時と 

無人の時の高低差が少なく、傾きも僅かです。段差の無い平板構造で使い易いことも自慢です。 

ー

◇◇ごご相相談談はは桑桑野野造造船船へへ 
桑野造船はお客様のご要望に、どんなことでも選手の立 

場からお応えする努力をいたします。 

（実は従業員の 60%が元ボート選手なのです。） 

艇の改造（ストレッチャー周り、舵の改造、シート形状 etc）・

修理、オールの修理、艇庫内の用具設計・製作、艇庫設計

アドバイス、船台設計・製作 などボートに関するご相談は
◇◇リリガガーーフフレレーームムのの FFRRPP 化化  
KUWANO ボートのリガーフレーム（艇内のリガーを支える補強材）をカ

ボンファイバーの FRP に変更しました。今まで 

多くのメーカーは木材合板、もしくはそれにカー 

ボンクロスで補強したものを使用していました。 

この変更によって、桑野艇の軽量化と艇剛性に 

大いに寄与することになり一段と進化しました。 

艇の断面 
何でもお気軽にお寄せください。 
BOAT TIMESの配信停止をご希望される方は、お手数ですがFAX (077-573-8002)又はE-Mail（kuwano@k-boat.co.jp）で当社までご連

絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。 
早くも今シーズンのメインレース、全日本選手権が終わりました。しかし、今

年は 8 月のアテネオリンピック、そして来年の長良川世界選手権へと大イベ

ントが続きます。また、この秋には日本で世界コーチカンファレンスが開催

れるとか。選手、コーチ、そしてボート関係者にとっては気の抜けない日が当

分の間続くことになります。桑野にとっても規格艇メーカーから世界に通じる

ボートメーカーとして実力を証明するまたとないチャンスと考えています。 
お手数ですがボート部関係者へお渡しお願いいたします。


